
臨床心理学

[講義]　第２学年　前期　必修　1.5単位

《履修上の留意事項》遠隔授業のみ実施

《担当者名》○橋本竜作　百々尚美

【概　要】

　臨床心理学的査定法とともに、医療人の素養としてのメンタルヘルスに関する専門的知識を身につける科目である。

【学習目標】

　臨床心理学に関する諸理論に関する基礎知識を習得し、評価や治療に関する技法を知り、見立てや診断に応じて、それらの技

法の要点を理解する。

1．代表的な人格理論と、その異同を説明できる。

2．主な臨床心理学的査定法について説明できる。

3．心理的異常について障害と特徴を説明できる。

4．主な心理療法の技法とその背景を説明できる。

【学習内容】

回 テーマ 授業内容および学習課題 担当者

1 臨床心理学への誘い 臨床心理学の学問領域について概説する。 橋本竜作

2 人格理論Ⅰ 人格の類型論と特性論について知る。 橋本竜作

3 人格理論Ⅱ ビックファイブと、人格障害について知る。 橋本竜作

4 異常心理学 気分障害、不安障害などについて知る。 橋本竜作

5 臨床心理学的査定法Ⅰ 観察法、面接法、質問紙法について知る。 橋本竜作

6 臨床心理学的査定法Ⅱ 知能検査、発達検査、人格検査について知る。 橋本竜作

7 臨床心理学的査定法Ⅲ 投影法について知る。 百々尚美

8 心理療法Ⅰ 精神分析療法について概説できる。 百々尚美

9 心理療法Ⅱ 精神分析療法について概説できる。 百々尚美

10 心理療法Ⅲ 行動療法について概説できる。 百々尚美

11 心理療法Ⅳ 認知療法について概説できる。 百々尚美

12 心理療法Ⅴ クライエント中心療法について概説できる。 百々尚美

【評価方法】

小テスト40％ 定期レポート60％

問い合わせがあった際には解答の要点を掲示する。

【備　考】

　参考書　：下山晴彦　編　「よくわかる臨床心理学」　ミネルヴァ書房　2009年

　その他　：講義中または講義終了後、臨床心理学的査定法のレポートを課すことがあります。

言語聴覚士の国家試験出題基準にある「発達各期の心理臨床的問題」は複数の講義にまたがって解説します。

【学習の準備】

予習として参考書または前回の講義資料を熟読し、各理論や心理療法について学んでおくこと（80分）。

復習として講義内容を見直し、関連書籍を図書館で借りて、理解を深めておくこと（80分）。

【ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）との関連】

（DP3）言語聴覚士として必要な科学的知識や技術を備え、心身に障害を有する人、障害の発生が予測される人、さらにはそれら

の人々が営む生活に対して、地域包括ケアの視点から適切に対処できる実践的能力を身につけている。

【実務経験】

公認心理師の有資格者が行う。

【実務経験を活かした教育内容】

公認心理師としての臨床・研究の成果を反映させた講義内容となっている。


